




A Consideration of Teaching Materials and Assessment Tasks of Community-





［Abstract］ In this article, we’ll report the process of designing a teaching method and the mate-
rials, and for the purpose of reducing difficulty of the guidance in community-based project type 
practice, based on problem-solving model (Matsuda, 2017). And we contrived the assessment 
tasks based on “Bloom’s taxonomy”. In the class, using these teaching materials and the assess-
ment task, after it was guided, their effects could be inspected and achieve to raise problem-
solving ability.
１　はじめに







た。活動の成果として 2010 年 11 月、経済産業省主催の「社会人基礎力育成グランプリ」関東地
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図 3  問題解決の縦糸・横糸モデル（松田 , 2017）
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他に、プロジェクトおよびプロジェクトマネジメントの知識体系（PMBOK Project Management 





































































2018 年度は、前年度の教材・演習課題と評価課題を再検討した( 久東・星名, 2018)。評価課題は、
ブルーム（1972）の「教育目標のタキソノミー（分類学）」の認知領域（「わかる」レベル）の「1. 記憶・
知識，2. 把握・理解，3. 応用，4. 分析，5. 総合，6. 評価」の評価項目 6 段階のうち、まず、「1. 知
識・記憶」「2. 把握・理解」「3. 応用」の 3 段階の目標に沿って作成した。
 第 1 段階：記憶・知識：再認・想起（再生）できる、名称から関連事項を選択できる
 第 2 段階：把握・理解：学習内容を理解・把握できる、説明できる
 第 3 段階：応用・適用（転移）：適用できる、応用・活用できる
4.2 問題解決力育成の指導効果を検証する評価課題の具体的な検討
問題解決モデルを基盤として開発した教材の指導効果を検証するために、3.1 で検討し洗い出
















 a.  複数のアイデアや解決案の優先順位を決定する
 b.  プロジェクトの課題や問題を洗い出し、情報を収集・分析して作業計画を立てる
 c.  ステークホルダーや関係者にも諮り最終案を決める
 d.  良かった点、改善すべき点を洗い出し、次のプロジェクトにつなげる
 e.  出された複数のアイデアや案の妥当性や問題点を評価・検討する













e. ステークホルダー〔　　　　　　　　　　〕　d. 5W2H〔　　　　　　　　　 　　　　　　〕
また、問題解決のモデルや手順の把握・理解の度合いを確認する課題として、図 7-2 に示すよ
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   問５：優先順位
  A店 B店 C店 
 １位に選択した頻度 3 3 2
 ２位に選択した頻度 2 3 2
 ３位に選択した頻度 2 2 3
 未回答 1 0 1






 店 1人分費用 予約の可否 人　　気ランキング  備　考
 A 3,700円 今すぐなら可 4位 他の予約希望者があり明日になったら予約不可
 B 4,000円 可 6位 18人以上なら、4,000円　→　3,600円
 C 3,800円 不明 1位 定休日で明日以降でないと連絡がつかない
表2　３店舗（A～C）の優先順位の選択結果








担当する「ICT 活用とプロジェクト演習」の履修学生（全員 1 年生）を対象に、2017 年度の 25 名、
2018 年度の 9 名に対して指導を実践した。教材１・２を用いて、次の計画で指導を実践し評価
課題を出題した。
①事前調査：知識確認




























最終的な自己評価結果を図 9 に示すが、2017 年度より 2018 年度の方が問題解決モデルの各過
程の作業に対する自己評価が高い傾向がみられたが、フィードバックの提示の効果かどうかにつ
いては今後検討したい。
図 9　問題解決モデル転移課題後の自己評価（左：2017 年度　右：2018 年度）
また、指導教材による指導結果の概要として次の事項が挙げられる。（星名ら，2017）．
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a. 事前事後調査結果からプロジェクトに関する知識と問題解決モデルに関する知識が向上した
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